




徴を損なうことなく，高容量を示す材料となっている。黒鉛材料が

偏平な形状を持つと，負極にした場合，プレス時に電極上で配向す

るので，電解液中のリチウムイオンは移動が阻害され，速い充放電

に対応できないとされている。これに対して球晶黒鉛は，上述のよ

うに高い放電容量を示しながら，電極上で等方性であるという特徴

を示すため，高速での充放電特性に優れた材料となっている。その

比較のために Fig. 5 には，天然黒鉛と高容量タイプの放電レート

による容量の変化を示す。図中○で示した天然黒鉛は放電レートに

よる容量低下が大きく，1 C を超える放電レートではその急激な低

下が生ずる。一方，開発した高容量タイプでは電極密度を同程度に

上げても 2.5 C で 90％ 近い放電容量が得られており，高い放電レ

ートでも安定した容量を示している。

4 おわりに

球晶は球状であり，かつ，易黒鉛化性を示すといった特徴ある炭

素材原料である。その特性を利用して高密度･高強度炭素材原料と

して用いられたり，あるいは，黒鉛化した粒子はリチウムイオン二

次電池用負極材として用いられている。近年のリチウムイオン二次

電池市場の拡大にともなって，負極材としての需要が年々高まって

おり，また，電池の高容量化の動きから負極材の高容量化への期待

が高まっている。当社では，その期待にこたえるために，原料と製

造条件の改善による高容量化を進めてきており，従来品に比べて

30 mAh/g 容量の高い 340 mAh/g を示す高容量タイプの球晶黒鉛の

開発に成功した。また，安定供給のために世界最大の球晶の生産設

備を持っており，また，その稼動期間も最長である。今後も，時代

のニーズにあった製品を安定した品質でお客様へ納めるべく，さら

なる高容量化に向け研究開発を進めている。
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Measurement conditions of discharge capacity;
Electrolyte; 1 M LiPF6 in EC/EMC (1:1 vol)
Charge; Constant current to 0.1 V and 5 h at 0.1 V
Discharge; Constant current to 2.5 V (2.5 V cut off)
(Electric density; 0.1 mA/cm2 in charge and discharge)
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Fig. 4 Relation between d-spacing and discharge capacity of
lithium ion secondary battery using developed and con-
ventional KMFC graphite powders

Discharge rate (C)
Measurement conditions of discharge capacity; 

Electrolyte; 1 M LiPF6 in EC/EMC (1:1 vol)

Developed
Natural graphite (5 µm)

R
el

at
iv

e 
di

sc
ha

rg
e 

ca
pa

ci
ty

 (
％

) 120

100

80

60

40

20

0
0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

Fig. 5 Comparison in discharge rate property of developed
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